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環
境
省
は
昨
年
３
月
、
放
射
性

物
質
汚
染
対
処
特
別
措
置
法
に

基
づ
き
、
福
島
第
１
原
発
周
辺
の

「
汚
染
廃
棄
物
対
策
地
域
」
の
Ｐ

Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
を
、
室
蘭
市
に
あ
る

中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事
業

(J
E

S
C

O
)

の
施
設
で
処
理
す
る

計
画
を
公
表
。
同
省
は
事
業
推
進

を
め
ざ
し
て
室
蘭
市
と
道
に
理

解
を
求
め
て
い
ま
し
た
。 

 室
蘭
の
住
民
等
が
抗
議 

12
月
11
日
、「
原
発
廃
炉
金
属

の
再
利
用
を
監
視
す
る
市
民
の

会
」(

室
蘭
・
廃
炉
金
属
ウ
ォ
ッ
チ

ャ
ー
ズ)

が
室
蘭
市
に
「
市
民
の

声
を
聞
か
ず
、
安
全
・
安
心
に
暮

ら
す
住
民
の
権
利
が
侵
さ
れ
る
」

と
し
て
抗
議
声
明
を
発
表
。 

全
道
の
廃
炉
団
体
か
ら
室
蘭

市
に
抗
議
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。 

13
日
、「
原
子
力
市
民
委
員
会
」

(

東
京 

座
長
・
大
島
堅
一 

龍
谷

大
学
教
授)

は
オ
ン
ラ
イ
ン
記
者

会
見
を
開
き
、
「
処
理
は
拙
速
に

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
し
て

受
け
入
れ
の
撤
回
を
求
め
る
声

明
を
出
し
ま
し
た
。
声
明
は
、
環

境
省
が
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
を
放
射 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

昨
年
12
月
10
日
、
室
蘭
市
議
会
で
青
山
剛
市
長
が
東
京
電
力
福

島
第
１
原
発
周
辺
で
出
た
高
濃
度
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ー
ル(

Ｐ
Ｃ

Ｂ)

廃
棄
物
を
室
蘭
市
で
受
け
入
れ
を
表
明
し
ま
し
た
。
12
月
14
日

鈴
木
直
道
道
知
事
は
道
議
会
で
室
蘭
市
で
受
け
入
れ
る
こ
と
を
承

認
表
明
し
ま
し
た
。 

   

性
物
質
汚
染
対
処
特
別
法
に
基

づ
い
て
処
分
す
る
と
し
な
が
ら
、

廃
棄
物
の
搬
出
に
つ
い
て
は
原

発
事
故
と
関
係
の
な
い
複
数
の

法
令
を
根
拠
に
し
て
い
る
こ
と

を
批
判
。
さ
ら
に
、
室
蘭
市
内
の

J
E

S
C

O

北
海
道
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
事

業
所
で
２
０
０
８
年
に
通
常
の

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
処
理
が
始
ま

っ
た
当
初
、
放
射
能
汚
染
さ
れ
た

廃
棄
物
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は

「
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
」
と

指
摘
し
て
い
ま
す
。 

 

19
日
に
は
、
泊
廃
炉
北
区
の
会

も
所
属
す
る
「
泊
原
発
を
再
稼
働

さ
せ
な
い
・
核
ゴ
ミ
を
持
ち
込
ま

せ
な
い
北
海
道
連
絡
会
」(

77
団

体)

は
、
「
知
事
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物

の
室
蘭
市
へ
の
持
ち
込
み
容
認

に
抗
議
、
撤
回
を
求
め
る
要
請

書
」(

２
面
に
掲
載) 

を
提
出
し
ま

し
た
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室蘭市内 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

▼
今
号
の｢

ハ
イ
ロ
通
信｣

の
ト
ッ
プ
記
事
は
、
福
島
第
１
原
発
周
辺
を
含
む 

福
島
県
内
の
「
高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物｣

を
室
蘭
市
仲
町
に
あ
る
国
が
全
額
出 

資
す
る
特
殊
会
社
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
（
中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事
業
株
式
会
社
） 

の
北
海
道
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
事
業
所
で
処
分
す
る
こ
と
に
， 

行
政
（
室
蘭
市
長
、 

北
海
道
知
事
）
が
受
け
入
れ
に
同
意
し
た
こ
と
に
関
し
て
で
す
。
私
は
、「
Ｐ 

Ｃ
Ｂ
」
と
聞 

く
と｢

カ
ネ
ミ
油
症｣

事
件
を
思
い
出
し
ま
す
。
こ
の
事
件
は
、
北
九
州
市 

の
カ
ネ
ミ
倉
庫
製
の
米
ぬ
か
油
の
脱
臭
工
程
で
熱
媒
体
と
し
て
使
わ
れ
た
Ｐ
Ｃ
Ｂ
が 

パ
イ
プ
の
ピ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
油
の
中
に
漏
れ
、
製
品
に
混
入
し
た
の
が
原
因
と
な
っ
て
、

九
州
を
は
じ
め
西
日
本
各
地
で
起
こ
っ
た
食
品
公
害
事
件
で
す
▼
こ
の
油
を
食
用
し
た 

多
く
の
人
々
に
皮
膚
に
吹
き
出
物
、
色
素
沈
着
、
視
野
狭
窄
、
全
身
の
倦
怠
感
、
し
び 

れ
感
、
食
欲
不
振
な
ど
様
々
な
症
状
が
現
れ
ま
し
た
。
１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年
頃 

か
ら
北
九
州
の
各
地
で
患
者
が
出
始
め
、
ま
た
、
油
症
の
母
親
が
全
身
が
真
っ
黒
い｢

 

黒
い
赤
ち
ゃ
ん｣

を
出
産
し
て
い
る
な
ど
の
事
実
が
分
か
っ
て
き
て
、
行
政
・
医
療
関 

係
者
や
学
会
・
研
究
所
・
マ
ス
コ
ミ
な
ど
も
関
心
を
持
ち
始
め
，
調
査
な
ど
が
さ
れ
、｢

 

カ
ネ
ミ
油
症｣

の
原
因
や
病
状
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
▼
カ
ネ
ミ
米 

ぬ
か
油
を
摂
取
し
た
患
者
は
現
在
ま
で
長
き
に
わ
た
り
、
様
々
な
後
遺
症
に
悩
ま
さ 

せ
れ
、
ま
た
、
油
を
摂
取
し
た
本
人
だ
け
で
な
く
、
影
響
は
子
や
孫
の
世
代
に
も
お
よ 

ん
で
い
ま
す
。
被
害
者
・
支
援
者
の
運
動
も
活
発
に
な
り
、
民
事
・
刑
事
訴
訟
も
数
多 

く
起
こ
さ
れ
、
「
Ｙ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
」
は
世
界
的
に
も
関
心
を
集
め
ま
し
た
。
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
使
用 

・
製
造
が
禁
止
さ
れ
（
１
９
７
２
年
通
産
省
通
達
）、
い
く
つ
か
の
被
害
者
救
援
対
策
・ 

法
制
も
出
さ
れ
ま
す
が
、
内
容
は
不
十
分
で
、
補
償
も
乏
し
く
，
支
援
は
遅
れ
て
い
ま
す
。

カ
ネ
ミ
油
症
と
し
て
認
定
さ
れ
た
被
害
者
は
２
３
４
５
名
（
死
亡
者
を
含
む
・
２
０
２ 

０
年
３
月
現
在
）
で
、
症
状
が
あ
っ
て
も
認
定
を
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
１
万
人
を
超
え 

る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
件
が
発
覚
し
て
60
年
近
く
た
ち
多
く
の
人
々
の
記
憶 

が
薄
れ
て
き
て
い
て
も
、
カ
ネ
ミ
油
症
の
被
害
は
今
も
続
い
て
い
ま
す
▼
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
毒 

性
が
明
ら
か
に
な
り
，
１
９
７
２
年
に
製
造
が
中
止
に
な
っ
た
あ
と
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ 

が
使 

わ
れ
て
い
る
変
圧
器
、
蓄
電
池
、
安
定
器
な
ど
の
処
理
施
設
の
立
地
が
民
間
主
導
で
試 

み
ら
れ
ま
し
た
が
、
地
元
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
な
ど
、
立
地
は
困
難
な
状
況
が 

続
き
ま
し
た
。
保
管
の
長
期
化
に
よ
り
漏
洩
や
紛
失
に
よ
る
環
境
汚
染
が
懸
念
さ
れ
た 

こ
と
か
ら
、
国
が
主
導
で
処
理
で
き
る
よ
う
に
、
２
０
０
１
年
に
「
Ｐ
Ｃ
Ｂ
特
措
法
」 

を
施
行
し
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
を
活
用
し
２
０
０
４
年
以
降
全
国
５
カ
所
に
処
理
施
設
を 

建
設
、
そ
の
一
つ
が
室
蘭
市
の｢

北
海
道
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
事
業
所｣

で
、
２
０
０
８
年
５
月 

に
操
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
処
理
対
象
地
区
は
、
北
海
道
以
外
に
、
東
北
、
関
東
、 

甲
信
越
・
北
陸
の
計
20
都
道
県
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。 

〈
２
面
に
続
く
〉 
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2021 年 12 月 19 日  

北海道知事 鈴木直道殿 

       泊原発を再稼働させない・核ゴミを持ち込ませない北海道連絡会 代表 市川守弘 

知事の PCB 廃棄物の室蘭市への持ち込み容認に抗議しその撤回を求めます 

 

  去る14日の北海道議会において鈴木知事は、東京電力福島第一原発周辺で発生した高濃度ポリ塩化ビフェニール（PCB）

廃棄物を、環境省が中間貯蔵・環境安全事業（JESCO）北海道 PCB 処理事業所（室蘭市）で処理する計画について、 

「国による安全性の確保を前提に、処理方法は妥当なものと認める」と受け入れを表明しました。容認に至った理由は、 

① 国から地元住民への複数回にわたる説明会が行われたこと、②道が実施した職員や専門家による現地確認の結果、③処 

理の安全性などに関する有識者からの意見、④受け入れを表明した室蘭市の意向などを挙げ、「総合的に検討した結果」と 

いうことです。私どもは知事の受け入れ表明に厳重に抗議し、これを即刻撤回されるよう強く要請するものです。 

 

  環境省が、上述 PCB 廃棄物を室蘭事業所で処理する計画を発表したのは今年の３月 24 日です。爾来、地元室蘭市内 

はもとより、私どもの会を含めた道内外の市民団体などが計画中止の声明や要請文などを発表し、受け入れ反対の行動を 

続けてきました。この間、環境省はパブリックコメントを実施し、住民説明会を三回開きました。しかし、パブコメにお 

いても住民説明会においても、圧倒的に反対意見が多く到底市民が納得できる状態ではありません。青山市長に至っては、

自ら市民に説明すると言いながら結局それは撤回しました。室蘭市と道は 11 月に福島県内三カ所の PCB 廃棄物仮置き 

場で放射線量を測定し、「安全基準内であった」と発表しましたが、環境省職員の案内で国のデータをなぞったにすぎませ 

んでした。十分に、主体的に調査したのでしょうか。また、報道によれば、受け入れの根拠としたのは道内の有識者二人 

の助言だそうです。環境省の処理計画や放射線監視体制に不備がなく「適切」と評価したとのことですが、室蘭市も道も 

その有識者の氏名や助言内容を明らかにしていません。これではその内容が本当に「適切」なのかどうか検証すること、 

つまり「反証可能性」を認めない態度は全く科学的とはいえず、市民・道民として安全安心を確認できません。 

 

  昨年 11 月に、寿都町と神恵内村で高レベル放射性廃棄物最終処分場の文献調査が開始されてから一年余になります。鈴 

木知事は調査開始前に両町村を訪れて調査中止を申し入れました。また、文献調査後の概要調査に対しては「反対する」 

と明言されています。その根拠に挙げたのが『北海道における特定放射性廃棄物に関する条例』（核抜き条例）で、「これ 

を遵守するべきだ」と言われた知事に多くの道民が拍手喝采をしたものです。知事の勇気ある行動は、その後多くの自治 

体が「核抜き条例」を設置するきっかけともなりました。その道の「核抜き条例」の中に「私たちは、健康で文化的な生 

活を営むため、現在と将来の世代が共有する限りある環境を、将来に引き継ぐ責務を有して」いるとあります。もちろん、

今回の放射性物質汚染 PCB 廃棄物は条例に言う特定放射性廃棄物ではありません。しかし、環境省は同廃棄物に対して 

「放射性物質汚染対処特措法」を適用すると表明しています。同特措法は、通常 100 ㏃/kg 以下の放射性汚染廃棄物の 

クリアランス基準を 8,000 ㏃/kg まで引き上げ、一般的な処理方法により「安全」に処理するため定められたものですが、

医学的な「安全」性は全然証明されていません。つまり、「危険」なのです。そもそも放射性廃棄物に「安全」なものなど 

ありえないのです。室蘭市への放射性廃棄物の持ち込みは即ち北海道への持ち込みそのものですし、全国への拡散を許す 

ことになりかねません。原子力発電由来の放射性廃棄物は、いかなる区分であっても発生した場所に留め置くのが基本です。 

 

  私どもは、北海道への「核ゴミ」の持ち込みに反対して 

おります。高レベル放射性廃棄物はもちろん、低レベル放射性 

廃棄物であろうと、今回の放射性物質汚染 PCB 廃棄物であろ 

うと「核ゴミ」には相違なく、多くの道民がいかなる「核ゴミ 

」の受け入れにも反対しています。それは「健康で文化的な生 

活を営むため、現在と将来の世代が共有する限りある環境」を 

守るためには有害無益だからです。またそれは、既に縷々述べ 

たように北海道だけを守るためではないのです。 北海道知事 

鈴木直道殿、私どもは、知事の室蘭市における国の PCB 廃棄 

物処理計画の受け入れ表明を即刻撤回されるよう重ねて強く要 

請致します。                  以 上 

 

 

〈
１
面
か
ら
の
続
き
〉 

 

▼
し
か
し
、
福
島
か
ら
は
、
２
０
１
１
年
の
原 

発
事
故
以
来
受
け
入
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

福
島
か
ら
室
蘭
に
運
び
込
ま
れ
よ
う
と
し
て
い 

る
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
は
、
同
県
双
葉
町
な
ど
11
市 

町
村
に
あ
る
ト
ラ
ン
ス
類
、
コ
ン
デ
ン
サ
ー
（ 

蓄
電
器
）
類
、
蛍
光
灯
の
安
定
器
な
ど
で
す
が
、 

県
内
に
あ
り
、
長
く
放
置
し
て
あ
っ
た
こ
れ
ら 

の
廃
棄
物
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
，
放
射
性
物 

質
の
汚
染
は
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
Ｐ
Ｃ
Ｂ 

も
放
射
性
物
質
と
も
に
ご
く
低
濃
度
で
被
害
を 

与
え
る
危
険
な
物
質
で
す
。
核
ゴ
ミ
で
あ
る
と 

同
時
に
Ｐ
Ｃ
Ｂ
ゴ
ミ
で
も
あ
る
汚
染
廃
棄
物
な 

ど
、
と
て
も
歓
迎
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ 

ん
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
福
地
保
馬
） 

 



( 3 ) 2022. 2. 20.         “ハイロ通信From北区” 第 11 号     泊原発の廃炉をめざす札幌北区の会  

 3・11から10年              シリーズ【福島の今を告発する】⑨ 

原発事故損害賠償訴訟 「国の事故責任」確定させ、 

全体救済といのち守る施策を早急に ! 

 

 

 

 

前
橋
地
裁
の
画
期
的
判
決 

２
０
１
７
年
３
月
１７
日
一
審
・
前

橋
地
方
裁
判
所
は
、
全
国
３０
余
り
の

同
様
の
集
団
訴
訟
の
な
か
で
最
初
と

な
る
判
決
、
国
・
東
電
の
事
故
責
任
を

認
め
た
画
期
的
判
決
を
言
い
渡
し
ま

し
た
。 

前
橋
地
裁
は
「
被
告
国
は
、
原
子
力

の
平
和
利
用
を
主
導
的
に
推
進
す
る

立
場
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
予
想
さ
れ

る
被
侵
害
法
益
の
重
要
性
及
び
広
汎

性
に
鑑
み
、
規
制
権
限
を
適
時
か
つ
適

切
に
行
使
し
て
原
子
力
災
害
の
発
生

を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が
強
く
期 

     

 

    

16.10.31 群馬地裁結審 報告する丹治さん 

 

 

原
子
力
損
害
賠
償
群
馬
訴
訟 

原
告
代
表 

丹 

治 

杉 

江 
 

私
が
原
告
代
表
を
務
め
る
原
子
力
損
害
賠
償
群
馬
訴
訟
は
、２
０
１
２
年

９
月
１１
日
、
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
っ
て
、
福
島
県
内
か
ら
群
馬
県
内

に
避
難
し
た
住
民
と
そ
の
家
族
、
親
族
１
３
７
名
が
、
原
発
事
故
の
責
任
の

所
在
を
あ
き
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
生
活
再
建
の
希
望
が
持
て
る
賠
償
、

さ
ら
に
被
災
者
の
全
体
救
済
を
求
め
て
、
国
と
東
京
電
力
に
対
し
て
起
こ
し

た
訴
訟
で
す
。 

待
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本

件
原
発
の
脆
弱
性
を
認
識
し
、
本
件
原

発
の
敷
地
地
盤
面
を
優
に
超
え
、
非
常

用
配
電
盤
を
被
水
さ
せ
る
具
体
的
危

険
性
を
有
す
る
津
波
の
到
来
を
予
見

可
能
な
状
況
と
な
り
、
さ
ら
に
、
被
告

東
電
に
よ
る
自
発
的
な
対
応
等
を
期

待
で
き
な
い
状
況
に
至
っ
て
も
規
制

権
限
の
行
使
を
怠
り
続
け
た
も
の
と

し
て
そ
の
規
制
権
限
の
不
行
使
が
著

し
く
不
合
理
な
も
の
と
評
価
さ
れ
る

も
の
な
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
に
お
い

て
、
そ
の
責
任
が
補
充
的
な
も
の
と
い

う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て
、
国
が

東
電
と
同
等
の
事
故
責
任

．
．
．
．
．
．
．
を
有
す
る

こ
と
を
は
っ
き
り
と
認
め
ま
し
た
。 

 

こ
の
判
決
は
、
原
告
ら
に
と
っ
て

も
、
ま
た
広
く
国
民
の
な
か
で
も
当
然

の
結
論
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
、
さ
ら

に
全
国
３０
余
の
裁
判
所
で
闘
う
避
難

者
を
大
き
く
励
ま
し
ま
し
た
。 

  

 

 

国
と
東
電
が
控
訴 

こ
れ
に
対
し
て
、
国
と
東
電
は
責
任

や
損
害
額
を
争
っ
て
控
訴
し
ま
し
た
。

控
訴
審
で
は
、
津
波
の
予
見
可
能
性
、

特
に
、
２
０
０
２
年
７
月
に
国
の
地
震

本
部
が
公
表
し
た
、
日
本
海
溝
寄
り
の

ど
こ
で
も
津
波
地
震
が
発
生
す
る
と

し
た
「
長
期
評
価
」
を
受
け
て
も
、
東

電
に
対
し
津
波
対
策
を
た
て
る
よ
う

に
規
制
権
限
行
使
を
し
な
か
っ
た
こ

と
の
当
否
が
最
も
重
要
な
争
点
と
な

り
ま
し
た
。 

控
訴
審
で
国
は
、
津
波
工
学
の
第

一
人
者
と
さ
れ
る
今
村
文
彦
東
北
大

学
教
授
を
証
人
申
請
し
た
ほ
か
、
多

数
の
学
者
の
意
見
書
を
提
出
し
て
き

ま
し
た
。 

 国
の
不
正
義
な
証
言 

し
か
し
、
控
訴
審
で
唯
一
採
用
さ
れ

た
今
村
教
授
は
、
証
言
で
、
国
が
主
張

の
根
幹
に
据
え
た
土
木
学
会
の
「
津
波

評
価
技
術
」
に
お
い
て
は
、
波
源
の
設

定
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
議
論
を
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
や
、
事
故
以
前
の
段

階
で
も
施
設
の
水
密
化
技
術
が
な
か

っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
認
め
、
ま

た
、
多
数
の
学
者
の
意
見
書
も
い
ず
れ

も
国
が
裁
判
に
勝
つ
た
め
の
後
付
け

の
疑
問
提
起
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
有

る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
と
ご
と

く
不
正
義
な
口
頭
弁
論
で
あ
り
ま
し

た
。 

 

 

   

さ
ら
に
、控
訴
審
で
は
、あ
ら
た
に
、

「
長
期
評
価
」公
表
直
後
の
２
０
０
２

年
８
月
、
保
安
院
の
担
当
者
が
、
東
電

に
形
ば
か
り
の
問
い
合
わ
せ
を
し
た

も
の
の
、
東
電
の
抵
抗
に
あ
っ
て
、
到

来
す
る
津
波
の
試
算
さ
え
指
示
せ
ず
、

「
長
期
評
価
」の
知
見
を
無
視
す
る
東

電
に
お
墨
付
き
を
与
え
た
失
態
（
私
た

ち
は
こ
れ
を「
２
０
０
２
年
８
月
保
安

院
対
応
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
）
が
明

ら
か
に
な
り
、国
の
責
任
は
一
層
明
確

と
な
り
ま
し
た
。 

 国
責
任
を
不
問
に
す
る
高
裁
判
決 

と
こ
ろ
が
、
２
０
２
１
年
１
月
２１

日
に
言
い
渡
さ
れ
た
東
京
高
裁
控
訴

審
判
決
は
、
こ
う
し
た
審
理
内
容
を
無

視
し
、
東
電
な
ど
が
株
主
の
一
民
間
団

体
に
す
ぎ
な
い
土
木
学
会
が
発
表
し

た
津
波
評
価
技
術
を
確
立
し
た
知
見

で
あ
る
な
ど
と
扱
っ
て
、国
の
設
置
し

た
専
門
家
の
「
長
期
評
価
」
を
土
木
学

会
と
整
合
し
な
い
と
し
て
、「
長
期
評

価
」
に
も
と
づ
く
調
査
、
対
応
を
指
示

し
な
か
っ
た
国
の
責
任
を
不
問
に
付

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
を

強
く
求
め
た
原
子
力
基
本
法
を
頂
点

と
し
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及

び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律（
炉

規
法
）、
電
気
事
業
法
等
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
原
子
力
法
制
の
理
解
を
あ

や
ま
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
到
底
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
。 

〈
４
面
に
続
く
〉 
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事
故
責
任
を
求
め
て
最
高
裁
上
告 

私
た
ち
は
改
め
て
、
最
高
裁
判
所
が
、

事
実
を
直
視
し
、
法
理
論
を
厳
格
に
適

用
し
て
、
原
発
事
故
の
責
任
を
あ
き
ら

か
に
す
る
よ
う
に
強
く
求
め
上
告
い
た

し
ま
し
た
。 

避
難
者
へ
の
損
害
賠
償
に
つ
い
て

は
、
一
審
、
二
審
と
も
に
認
定
し
た
慰
謝

料
額
が
き
わ
め
て
低
い
水
準
に
と
ど
ま

っ
た
た
め
、
原
告
の
中
に
は
、
司
法
へ
の

期
待
を
も
て
ず
、
控
訴
を
断
念
し
た
原

告
も
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
、
９１

名
の
原
告
が
、
上
告
審
を
た
た
か
っ
て

い
ま
す
。 

ち
な
み
に
私
は
原
発
か
ら
３
５
キ
ロ

の
と
こ
ろ
に
居
住
し
て
い
ま
し
た
。
30

㌔
圏
外
・
避
難
指
示
区
域
外
い
わ
ゆ
る

自
主
避
難
で
す
。
慰
謝
料
は
総
額
２５
万

円
、
訴
訟
印
紙
代
、
交
通
費
に
足
り
な
い 

 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

   

 
 

     

最
高
裁
前
行
動 

   
                      

 

 

 

額
で
す
。「
お
金
が
欲
し
く
て
闘
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
!
」
と
い
う
も
の
の
、

あ
ま
り
に
も
酷
い
も
の
で
す
。 

 

提
訴
以
来
８
年
、
原
告
は
ふ
る
さ
と

を
離
れ
、
慣
れ
な
い
地
で
い
じ
め
や
差

別
、
偏
見
、
無
視
な
ど
様
々
な
困
難
に
直

面
し
な
が
ら
、
懸
命
に
生
活
を
続
け
て

き
ま
し
た
。
故
郷
に
帰
れ
な
い
ま
ま
、
一

審
の
間
に
３
名
、
高
裁
判
決
ま
で
に
さ

ら
に
１
名
の
方
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
福
島
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
方

も
、
事
故
前
の
生
活
に
な
か
な
か
戻
る

こ
と
が
で
き
ず
、
困
難
を
か
か
え
て
い

る
方
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
が
、
避
難
に
よ
っ
て
生

業
を
失
っ
た
不
安
定
雇
用
の
避
難
者
の

生
活
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
甲
状
腺
が
ん
や
循
環
器
の
病

気
に
侵
さ
れ
た
子
供
た
ち
、
結
婚
や
就

職
差
別
を
受
け
、
福
島
出
身
で
あ
る
こ

と
を
隠
し
暮
ら
す
避
難
者
も
多
数
い
ま

す
。 原

告
が
受
け
た
被
害
は
、
こ
の
重
大

な
事
故
を
も
た
ら
し
た｢

国
と
東
電｣

の

責
任
を
明
確
に
し
、
希
望
の
も
て
る
賠

償
や
、｢

子
ど
も
被
災
者
支
援
法｣

の
具

体
化
な
ど
今
後
の
施
策
の
提
案
を
実
現

す
る
こ
と
な
し
に
は
癒
さ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

 

最
高
裁
判
決
は
国
の
責
任
を
公
式
に

決
定
す
る
最
終
的
な
判
断
で
す
。 

近
代
民
主
主
義
国
家
で
は
、
立
法
、 

    

 

福島の未来を考える為、３回視察

しているチェルノブイリ原発前 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   行
政
、
司
法
の
３
権
が
独
立
し
て
権
限

行
使
す
る
「
三
権
分
立
」
が
根
本
原
理
と

さ
れ
て
お
り
、
日
本
も
そ
の
制
度
を
と

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
裁
判
所
、
と
り

わ
け
、
最
高
裁
判
所
は
、
国
の
責
任
が
あ

る
か
な
い
か
に
つ
い
て
公
式
に
判
断
す

る
最
終
的
な
裁
判
所
で
す
。 

こ
こ
で
国
の
責
任
が
認
め
ら
れ
れ

ば
、
そ
れ
は
、
日
本
と
い
う
国
の
正
式
、

か
つ
最
終
的
な
判
断
に
な
り
ま
す
。
国

は
も
う
不
服
を
申
し
立
て
て
争
う
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。 

こ
こ
で
国
に
勝
利
し
て
原
発
事
故
に

国
の
責
任
が
あ
る
と
の
判
決
が
出
れ

ば
、
そ
れ
は
、
最
終
的
な
も
の
で
あ
り
、

政
府
も
従
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
適
当

に
誤
魔
化
す
こ
と
な
ど
で
き
な
い
も
の

に
な
り
ま
す
。 

 
私
は
最
高
裁
判
所
に
「
事
実
と
道
理
」

に
も
と
づ
い
て
公
正
に
判
断
を
す
れ

ば
、
国
の
責
任
を
認
め
な
か
っ
た
高
裁

判
決
を
取
消
し
、
国
に
賠
償
を
命
じ
る

判
決
が
出
さ
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い 

ま
す
。
し
か
し
、
一
方
で
地
球
温
暖
化
対

策
な
ど
を
口
実
に
岸
田
政
権
が
原
発
政

策
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
最
高

裁
の
判
断
は
厳
し
い
状
況
も
予
想
さ
れ

ま
す
。
そ
こ
で
今
、
全
国
で
闘
う
原
告
を

中
心
に
最
高
裁
公
正
判
決
を
求
め
る
署

名
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

ど
う
か
皆
様
、
被
災
者
救
済
、
原
発
の

な
い
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る
大
き

な
１
歩
と
な
る
最
高
裁
勝
利
の
為
「
最

高
裁
公
正
判
決
を
求
め
る
１
０
０
万
署

名
」
へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。『
最
高
裁
判
所
は
福
島
原
発
事
故

被
害
者
に
公
正
な
判
決
を
出
し
て
く
だ

さ
い
！
』
署
名
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き

ま
す
。h

ttp
s
://c

h
n

g
.it/v

6
b
X

v
4
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事
故
の
責
任
の
明
確
と
被
害
救
済
の
た

め
、
署
名
と
拡
散
に
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ

さ
い
！ 

 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
！ 

 
 

 
 

 
  

  
   

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

【
丹
治
杉
江
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】 

２
０
１
１
年
３
月
１３
日
会
津
喜
多
方

に
一
時
避
難
、
そ
の
後
群
馬
県
前
橋
市
に

夫
と
移
住
し
て
１１
年
目
と
な
る
。
日
本
平

和
委
員
会
全
国
理
事
、
前
橋
平
和
委
員
会

事
務
局
長
、
原
発
を
な
く
す
前
橋
連
絡
会

事
務
局
長
、
日
本
科
学
者
会
議
会
員
等
。

福
島
被
災
地
視
察
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
１

２
１
回
。
福
島
の
現
状
を
レ
ポ
ー
ト
講
演

全
国
で
１
４
８
回
等
。
２
つ
の
大
学
の
非

常
勤
講
師
。「
避
難
お
ば
さ
ん
の
愚
痴
話
」

講
演
会
は
好
評
で
す
。 
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歴
史 

 
 
 原

子
力
爆
弾  

原
子
力
発
電 

原
理 〈

こ
こ
ま
で
前
号
で
掲
載
〉 

 
原
爆 

 

原
爆
は
臨
界
状
態
を
大
き
く
超
え
る

状
態
を
作
り
出
し
、
連
鎖
反
応
を
一
気

に
進
め
る
よ
う
に
設
定
し
た
兵
器
で

す
。
臨
界
状
態
を
超
え
る
ウ
ラ
ン
を
２

つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
臨
界
状
態
未
満

に
分
割
し
て
置
き
、
爆
発
す
る
と
き
に

一
つ
に
合
わ
せ
ま
す
。
す
る
と
ウ
ラ
ン

は
臨
界
状
態
を
超
え
、
連
鎖
反
応
が
起

き
て
爆
発
し
ま
す
。
広
島
型
の
原
爆
で

す
。 

   

 

       

広
島
型
原
子
力
爆
弾 

      

一
方
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
こ
の
よ
う

な
方
法
で
は
う
ま
く
爆
発
し
ま
せ
ん
。

２
つ
の
塊
が
ぶ
つ
か
る
前
に
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
の
一
部
が
核
分
裂
を
起
こ
し
、
残

り
の
未
反
応
部
分
を
吹
き
飛
ば
し
て
し

ま
っ
て
全
体
が
爆
発
し
な
い
の
で
す
。

そ
こ
で
外
側
を
爆
薬
で
覆
い
、
一
気
に

中
心
へ
圧
縮
（
爆
縮
）
し
て
全
部
が
臨
界

に
な
る
よ
う
に
し
ま
す
。
長
崎
型
の
原

爆
で
す
。 

 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
爆
弾 (

長
崎
型) 

小
型
に
す
る
に
は
、
い
か
に
小
さ
な

体
積
に
爆
縮
す
る
か
、
飛
び
出
す
中
性

子
を
如
何
に
閉
じ
込
め
る
か
で
決
ま
り

ま
す
。
ま
た
用
い
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
２

３
９
の
比
率
を
高
く
す
る
こ
と
も
、
兵

器
と
す
る
た
め
に
は
重
要
で
す
。
そ
の

よ
う
な
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
兵
器
級
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
と
言
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し

て
原
発
か
ら
取
り
出
さ
れ
る
プ
ル
ト
ニ 

 

ウ
ム
は
原
子
炉
級
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
と
言

い
ま
す
。
核
兵
器
に
使
え
ま
せ
ん
。
し
か

し
爆
発
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
こ
の

時
、
猛
毒
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
撒
き
散

ら
さ
れ
ま
す
。 

 

原
発 

 

原
発
は
爆
発
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
と
制
御
し
な
が
ら
核
分

裂
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、

石
炭
や
石
油
、L

N
G

火
力
発
電
で
は
、

燃
料
を
必
要
な
量
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て

送
れ
ば
制
御
で
き
ま
す
が
、
原
発
で
は

そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
炉
心
に
は
何
年

間
も
使
え
る
燃
料
が
最
初
か
ら
入
れ
て

あ
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
で
は
連
鎖
反
応

で
全
て
が
一
気
に
反
応
し
て
し
ま
い
ま 

       

 

       

図
表
の
出
典
‥ 

電
気
事
業
連
合
会 

電
子
力
図
面
集 

 

す
。
で
は
ど
の
よ
う
に
し
て
核
分
裂
反

応
を
制
御
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

  

原
発
の
説
明
（
上
図
）
を
見
る
と
、
原

爆
は
核
分
裂
を
起
こ
す
ウ
ラ
ン
２
３
５

が
１
０
０
％
使
わ
れ
て
い
る
の
に
、
原

発
で
は
５
％
し
か
な
い
の
で
う
ま
く
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
書
か
れ
て

い
ま
す
。
実
は
こ
れ
は
真
っ
赤
な
嘘
で

す
。
核
分
裂
反
応
の
早
さ
は
１
０
０
万

分
の
１
秒
と
い
う
人
間
が
制
御
で
き
る

よ
う
な
速
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
爆
弾

の
中
で
は
こ
の
ス
ピ
ー
ド
で
核
分
裂
が

進
み
ま
す
。
原
発
の
中
で
も
、
中
性
子
が

冷
え
る
時
間
が
加
わ
っ
て
も
１
万
分
の

１
秒
か
ら
千
分
の
１
秒
ほ
ど
で
進
行
し

ま
す
。
何
れ
に
し
て
も
人
間
が
制
御
で

き
る
速
さ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
度
連

鎖
反
応
が
始
ま
れ
ば
、
爆
発
し
て
飛
び

散
り
、
臨
界
条
件
が
満
足
で
き
な
く
な

る
ま
で
核
分
裂
は
進
み
ま
す
。
制
御
な

ん
て
で
き
ま
せ
ん
。
で
は
ど
う
し
て
原

発
は
運
転
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

こ
に
は
「
遅
発
中
性
子
放
出
」
と
い
う
悪

魔
が
仕
掛
け
た
と
し
か
言
い
よ
う
の
無

い
、
自
然
の
巧
妙
な
仕
掛
け
が
あ
っ
た

の
で
す
。 

ウ
ラ
ン
２
３
５
が
核
分
裂
す
る
と
、

平
均
２
個
ち
ょ
っ
と
の
中
性
子
が
直
ち

に
放
出
さ
れ
ま
す
、
１
０
０
万
分
の
１

秒
と
短
い
と
て
も
人
間
で
は
追
え
な
い

速
さ
で
。 

(

６
面
に
続
く)  
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し
か
し
１
％
弱
と
僅
か
で
す
が
遅
れ
て

中
性
子
が
放
出
す
る
物
も
あ
り
ま
す
。
核

分
裂
で
壊
れ
た
原
子
も
ゆ
っ
く
り
と
中
性

子
を
放
出
す
る
か
ら
で
す
。
遅
い
物
で
半

減
期
が

秒
と
長
い
物
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
な
ら
人
間
が
制
御
で
き
ま
す
。
こ
の
わ

ず
か
１
％
未
満
の
遅
れ
て
出
て
く
る
中
性

子
が
あ
る
た
め
原
子
力
発
電
所
は
暴
走
し 

 

な
い
の
で
す
。
逆
に
言
え
ば
、
１
％
の
制
御

を
失
敗
す
れ
ば
原
発
は
制
御
不
能
に
な
り

暴
走
し
ま
す
。
あ
と
は
原
子
炉
の
暴
走
防

止
機
構
が
頼
り
で
す
が
、
そ
の
時
原
子
炉

が
耐
え
ら
れ
る
か
は
保
証
で
き
ま
せ
ん
。 

で
は
、
ど
ん
な
暴
走
機
構
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
。
原
発
は
核
分
裂
で
生
ま
れ
た
熱

を
水
で
取
り
出
し
ま
す
。
お
湯
を
沸
か
し

て
蒸
気
に
す
る
の
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、

核
分
裂
で
生
ま
れ
た
も
の
す
ご
く
熱
い

（
高
速
の
）
中
性
子
を
、
よ
り
吸
収
し
や
す

い
遅
い
中
性
子
に
す
る
た
め
に
冷
却
（
減

速
）
す
る
役
目
も
担
っ
て
い
ま
す
。
原
子
炉

が
暴
走
す
る
と
水
は
大
量
に
沸
騰
し
て
泡

が
大
量
に
発
生
し
ま
す
。
す
る
と
減
速
で

き
な
く
な
っ
て
臨
界
状
態
を
脱
し
て
止
ま

り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
原
子
炉
が
爆
発
し
て

核
燃
料
が
飛
び
散
り
、
核
燃
料
物
質
が
離

れ
離
れ
に
な
っ
て
も
停
止
し
ま
す
が
、
そ

れ
を
安
全
装
置
と
い
う
に
は
あ
ま
り
に
も

悪
い
ジ
ョ
ー
ク
で
す
ね
。 

ど
こ
が
違
う
の
？ 

 

原
発
と
原
爆
が
ど
う
違
う
か
は
そ
の
目

的
に
あ
り
ま
す
。
爆
弾
は
当
た
り
前
で
す

が
爆
発
さ
せ
る
た
め
に
あ
り
ま
す
。
ま
た

兵
器
と
し
て
爆
発
さ
せ
る
場
所
ま
で
運
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
飛
行
機

に
乗
せ
て
、
ミ
サ
イ
ル
に
積
ん
で
、
大
砲
の

弾
丸
と
し
て
。
そ
の
た
め
に
は
運
べ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
軽
く
な
く
て
は
い
け

な
い
の
で
す
。
ま
さ
か
敵
地
に
工
場
を
建

て
、
爆
弾
を
組
み
立
て
逃
げ
る
、
な
ん
て
テ 

 

項目 核兵器 原子力発電所 

量 少量＜60ｋg 多量～1 トン 

濃縮度 高純度 
可能な限り低

濃度(5%) 

中性子反射材 必要 必要 水 

制御 
不要 制御棒で調

整、絶対必要 起爆装置管理 

遮蔽 なし 必要～経済性 

取出 全て解放 必要 水 

冷却措置 なし 
核暴走阻止 

X、冷却のみ 

中性子発生源   火種、必要 

生成物管理 なし 
いまだに解決

策なし 

使用と設置 
自国内不可、

他国で 

消費地 X 

安全宣伝で地 

方に 

 

ロ
じ
ゃ
あ
る
ま
い
し
で
き
ま
せ
ん
か
ら
。 

 

し
か
し
原
爆
材
料
に
は
臨
界
質
量
が
あ

り
ま
す
。
あ
る
程
度
集
め
な
け
れ
ば
爆
発

し
ま
せ
ん
。
広
島
原
爆
で
は
ウ
ラ
ン

㎏

長
崎
で
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

㎏
と
爆
発

さ
せ
る
た
め
の
ウ
ラ
ン
１
０
０
㎏
が
必
要

で
し
た
。
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
も
ウ
ラ
ン
も
重

い
の
で
す
。 

で
き
る
だ
け
軽
く
、
し
か
し
で
き
る
だ

け
も
の
す
ご
く
爆
発
さ
せ
る
に
は
工
夫
が

必
要
で
し
た
。
ウ
ラ
ン
や
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

を
ぎ
ゅ
っ
と
小
さ
く
圧
縮
す
れ
ば
、
核
分

裂
か
ら
生
ま
れ
た
中
性
子
は
他
の
原
子
核

に
ぶ
つ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
混
ん
だ

街
の
方
が
空
い
た
町
よ
り
人
に
ぶ
つ
か
る

原
理
で
す
。
ま
た
爆
弾
か
ら
生
ま
れ
た
中

性
子
が
逃
げ
な
い
よ
う
に
壁
で
覆
う
こ
と

も
有
効
で
す
。
中
性
子
の
反
射
材
で
覆
う

の
で
す
注
６

。
ま
た
分
け
て
お
い
た
核
物
質

を
ゆ
っ
く
り
近
付
け
た
の
で
は
、
近
づ
い

た
所
か
ら
核
分
裂
が
起
こ
り
始
め
、
そ
の

爆
風
で
ま
だ
連
鎖
反
応
が
起
き
て
い
な
い 

 

ほ
か
の
核
物
質
が
核
分
裂
し
な
い
ま
ま
飛

び
散
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
分
け
て
お
い
た

核
物
質
は
短
い
時
間
に
一
体
化
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
爆
縮
で
す
。
こ
れ

ら
の
装
置
で
爆
弾
は
重
く
な
り
ま
す
。
余

計
な
も
の
は
で
き
る
だ
け
つ
け
ら
れ
ま
せ

ん
。 一

方
原
発
は
爆
発
し
て
は
困
り
ま
す
。

ち
ゃ
ん
と
動
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
放
射
線
を
周
り
に
出
し
て
働
く
人

が
被
爆
し
て
は
誰
も
働
く
人
が
い
な
く
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
放
射
線
が
漏
れ
な
い

よ
う
に
作
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
装
置
は
巨
大
に
な
り
ま
す
。
で
も

原
理
は
同
じ
で
す
か
ら
、
原
発
も
原
爆
も

違
い
は
目
的
が
違
う
だ
け
で
、
そ
の
仕
組

み
が
違
っ
て
い
る
だ
け
で
す
。 

注
６

長
崎
型
原
爆
で
使
わ
れ
た
ウ
ラ
ン
１
０
０

㎏
は
こ
の
反
射
材
で
す
。 

〈
次
号
に
続
く
〉 

制御不能 

制御可能 
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やっぱりダメだ 国も電力会社も (上) 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
2015 年 勉強会で講演する森山氏 

 

「
ま
だ
懲
り
な
い
の
か
、
国
も
電
力
会

社
も
」
と
い
う
文
章
を
『
も
す
と
』
第
三

一
号
に
書
い
た
。
あ
れ
か
ら
五
か
月
が

す
ぎ
た
。
そ
の
間
、
五
月
五
日
に
は
泊
三

号
炉
が
定
期
点
検
で
運
転
を
止
め
、
日

本
の
原
発
は
す
べ
て
止
ま
っ
た
。
原
発

な
し
で
も
、
こ
の
国
の
社
会
は
や
っ
て

い
け
る
。
節
電
し
た
り
、
大
口
の
自
家
発

電
か
ら
ま
わ
し
て
も
ら
う
と
か
、
電
力

会
社
同
士
で
の
融
通
を
し
あ
う
と
か
、

い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
す
る
こ
と
で
、
こ

の
夏
も
や
っ
て
い
け
る
。
そ
れ
に
七
月

か
ら
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格

買
取
り
が
は
じ
ま
る
と
い
う
の
だ
。
ま

す
ま
す
、
原
発
の
な
い
社
会
の
見
通
し

が
増
す
と
思
っ
て
い
た
。
世
界
に
さ
き

が
け
て
、
脱
原
発
日
本
が
実
現
で
き
る
。

そ
ん
な
期
待
を
抱
い
て
い
た
。 

 

そ
れ
な
の
に
、
野
田
首
相
は
大
飯
原

発
三
、
四
号
機
の
再
稼
動
を
急
い
だ
。
関

西
電
力
は
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
節
電
が

避
け
ら
れ
な
い
と
強
調
す
る
。
と
い
う

よ
り
も
脅
す
の
だ
。
政
府
は
電
力
の
必 

要
性
に
固
執
す
る
。 

 

福
島
原
発
の
事
故
は
「
安
全
神
話
」

を
崩
壊
さ
せ
た
は
ず
だ
っ
た
。
な
に

よ
り
も
安
全
性
こ
そ
が
原
発
の
再
稼

動
に
際
し
て
は
問
わ
れ
て
い
た
。
大

飯
原
発
の
真
下
に
は
軟
弱
な
断
層
が

走
っ
て
い
る
こ
と
が
東
洋
大
学
の
渡

辺
満
久
教
授
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
断
層
が
近
く
の
活
断
層

と
連
動
し
て
、
原
子
炉
直
下
の
地
表

が
盛
り
上
が
っ
た
り
、
ず
れ
た
り
す

る
恐
れ
が
あ
る
。
た
だ
ち
に
調
査
す

べ
き
だ
っ
た
が
、
保
安
院
は
こ
れ
を

無
視
し
た
。
し
か
も
、
大
飯
原
発
に
は

未
解
決
の
重
要
課
題
が
残
っ
て
い

た
。
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
防
ぐ
た

め
の
フ
ィ
ル
タ
ー
付
き
ベ
ン
ト(

排

気)
装
置
が
で
き
て
い
な
い
。
事
故
対

応
の
現
地
拠
点
と
な
る
「
免
震
事
務

棟
」
も
で
き
て
い
な
い
。
い
ず
れ
も
完

成
予
定
は
三
年
後
の
こ
と
だ
。
防
潮

堤
の
か
さ
上
げ
も
で
き
て
い
な
い
。

福
島
原
発
事
故
の
教
訓
が
ち
っ
と
も

生
か
さ
れ
て
い
な
い
。
国
も
関
西
電

力
も
ど
ん
な
神
経
を
し
て
い
る
の

か
。 滋

賀
県
と
京
都
府
の
知
事
は
福
井

県
だ
け
が
「
現
地
」
で
は
な
く
、
事
故

が
起
き
れ
ば
隣
接
す
る
府
県
も
現
地

に
な
る
、
と
主
張
し
て
い
た
。
被
害
は

琵
琶
湖
に
も
お
よ
び
、
こ
の
水
を
飲

料
水
な
ど
に
利
用
し
て
い
る
地
域
一 

 
 

札
幌
地
方
裁
判
所 

  
 

 

  

 

    

帯
に
影
響
が
出
る
。
大
飯
原
発
の
再
稼

動
は
拙
速
に
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
主

張
し
て
い
た
。
大
阪
の
橋
下
市
長
も
は

じ
め
は
威
勢
よ
く
再
稼
働
反
対
を
か

か
げ
、
政
府
を
倒
す
と
ま
で
い
っ
て
い

た
。
こ
れ
が
「
関
西
広
域
連
合
」
と
い

う
初
耳
の
登
場
で
腰
砕
け
に
な
っ
た
。

夏
場
に
限
定
し
た
再
稼
働
は
や
む
を

え
な
い
、
と
な
っ
た
の
だ
。 

 

し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で
の
再
稼
動
は

許
せ
な
い
、
と
の
声
が
全
国
で
巻
き
起

こ
っ
て
い
る
。
と
く
に
東
京
の
官
邸
前

に
は
数
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど

の
何
万
人
と
い
う
人
が
集
ま
っ
て
、
再

稼
働
反
対
を
叫
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の

人
た
ち
の
中
に
は
、
ス
ー
ツ
姿
の
会
社

帰
り
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
乳
母
車
を

押
し
た
若
い
お
母
さ
ん
ら
も
多
い
と

い
う
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
ネ
ッ

ト
で
よ
び
か
け
あ
っ
て
の
集
合
が
多

い
ら
し
い
。
こ
れ
ま
で
の
集
会
で
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
顔
ぶ
れ
が
、
こ
れ
ま
で 

泊
原
発
廃
炉
訴
訟 

結
審 

１
月
18
日
の
第
36
回
口
頭
弁

論
に
お
い
て
結
審
さ
れ
ま
し
た
。 

２
０
１
１
年
11
月
11
日
に
提

訴
し
た
訴
訟
は
、
11
年
半
経
っ
て

判
決
を
迎
え
ま
す
。 

 

判
決
日 

５
月
31
日(

火) 

午
後
３
時 

札
幌
地
方
裁
判
所 

 

の
手
段
と
は
違
う
方
法
で
の
情
報
交

換
で
集
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
ら
で
出
会

う
ご
く
ふ
つ
う
の
人
た
ち
が
行
動
し

て
訴
え
て
い
る
。 

 

新
し
い
風
が
吹
き
は
じ
め
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
な
に
か
が
起
き
そ
う
な
、
可

能
性
を
ひ
め
た
予
感
が
す
る
。
が
、
こ

と
は
そ
う
あ
ま
く
な
い
。
大
飯
原
発
を

き
っ
か
け
に
、
あ
ち
こ
ち
の
原
発
の
な

し
崩
し
的
な
再
稼
動
が
迫
っ
て
い
る

よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
二
〇
一
〇
年
な

み
の
猛
暑
な
ら
ば
と
い
う
想
定
で
、
こ

の
夏
の
電
力
不
足
が
各
電
力
会
社
か

ら
発
せ
ら
れ
て
い
る
。     

〈
次
号
に
続
く
〉 

 

「『
Ｍ
Ｏ
Ｃ
Ｔ(

も
す
と)

』
第
三
三
号 

 

二
〇
一
三
年
七
月
」
か
ら
転
載 
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神
恵
内
町
長
選 

泊
村
在
住
の
瀬
尾
氏
が
立
候
補 

  
後
志
管
内
神
恵
内
村
の
首
長
選
挙
が
２

月
22
日
告
示
、
27
日
投
票
さ
れ
ま
す
。 

 

５
期
連
続
無
投
票
当
選
の
高
橋
昌
幸
氏

(

71
歳)

は
、
原
発
か
ら
出
る
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物(

核
の
ご
み)

の
最
終
処
分
場

選
定
の
文
献
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

１
月
16
日
「
泊
原
発
立
地
４
町
村
住

民
連
絡
協
議
会
設
立
総
会
」
が
あ
り
ま
し

た
。
泊
村
在
住
の
瀬
尾
秀
幸
氏(

79
歳)

は
、
「
後
世
に
核
ゴ
ミ
を
残
す
わ
け
に
は

い
か
な
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
、
出
馬
の

意
思
を
固
め
た
。
地
域
活
性
化
の
た
め
の

政
策
を
提
案
し
て
行
く
」
と
決
意
表
明
さ

れ
ま
し
た
。 

 

神
恵
内
村
民
の
意
思
に
期
待
し
ま
す
。 

     

大
学
で
倫
理
学
や
哲
学
、
応
用
倫
理

学
を
教
え
て
い
ま
す
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
原
発
事
故
が
あ
っ
た
時
は
大
学
生
で

し
た
が
、
そ
れ
以
来
原
発
に
は
否
定
的

な
態
度
を
と
っ
て
き
ま
し
た
。 

大
学
で
自
分
が
担
当
し
て
い
る
授
業 

    

 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

泊
原
発 

写
真
撮
影 :

 

蔵
田
伸
雄 

 

や
研
究
テ
ー
マ
に
環
境
倫
理
や
科
学
技

術
倫
理
が
あ
り
、
原
子
力
発
電
事
故
に

つ
い
て
は
福
島
原
発
事
故
の
前
か
ら
授

業
で
も
扱
っ
て
い
ま
し
た
。 

福
島
原
発
事
故
が
起
こ
っ
た
時
に

は
、
ネ
ッ
ト
上
で
様
々
な
情
報
を
集
め
、

絶
望
的
な
気
分
に
な
り
ま
し
た
。
自
分

が
環
境
倫
理
学
者
・
科
学
技
術
倫
理
研

究
者
と
し
て
、
何
も
し
て
こ
な
か
っ
た

こ
と
に
忸
怩
た
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
時
の
怒
り
も
あ
り
、
原
発
の
リ

ス
ク
や
コ
ス
ト
、
健
康
被
害
に
つ
い
て

自
分
な
り
に
ネ
ッ
ト
な
ど
を
用
い
て
調

査
を
続
け
て
い
た
頃
に
、「
泊
原
発
を
廃

炉
に
す
る
会
」
を
設
立
す
る
の
で
、
呼
び 

 

か
け
人
に
な
ら
な
い
か
と
同
僚
や
小
野

有
五
先
生
に
誘
わ
れ
て
呼
び
か
け
人
の

一
人
に
名
前
を
連
ね
ま
し
た
。 

し
か
し
「
廃
炉
の
会
」
は
大
き
す
ぎ

て
、
自
分
の
意
見
を
言
う
機
会
も
な
い

の
で
、
顔
の
見
え
る
範
囲
で
何
か
活
動

が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
た
頃
に

「
北
区
の
会
」
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
を

知
り
、
会
員
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
２
０
１
６
年
11
月
に
は
廃
炉

訴
訟
で
意
見
陳
述
も
行
い
、
自
分
の
思

う
と
こ
ろ
を
語
り
ま
し
た
。 

２
０
１
５
年
に
は
研
究
仲
間
達
と
ド

イ
ツ
の
原
発
廃
炉
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
の
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
し 

  
 

ま
し
た
。
ド
イ
ツ
が
原
発
の
な
い
社
会

へ
と
無
理
な
く
、
着
々
と
進
ん
で
い
る

の
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
日
本
で
も

原
発
の
な
い
社
会
は
実
現
可
能
で
あ
る

と
確
信
し
ま
し
た
。 

２
０
１
１
年
頃
の
熱
気
は
失
わ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
原
発
が
稼
働
し
て
い

な
い
状
態
は
当
た
り
前
の
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
し
て
ス
ム
ー

ズ
に
原
発
廃
炉
に
向
け 

て
日
本
社
会
を
動
か 

し
て
い
く
の
か
を    

考
え
て
い
ま
す
。    
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